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新 規 制 基 準 に 係 る 適 合 性 審 査 等 へ の 取 り 組 み 

新規制基準施行 
▼7/8 

（使用前検査・定期検査・立入検査【必要に応じ】） ○審査においては、安全対策の内容及び有効性の確認を実施 
 「ヒアリング（委員不参加）」にて事実関係の確認を行い、「審査会合（委員参加）」
にて審査を実施 
【チーム構成】 島﨑委員長代理【地震・津波チーム】約２０名 

更田委員【プラントチーム】約２０名×４チーム

川内 玄海
9/20▼ ▼9/27

現地調査

新規制基準への対応 

一体審査終了 
▽ 

検査（起動前） 

発電再開 
▽

検査（起動後）

検査の終了
▽ 

新規制基準への適合性申請

▼7/8（川内１，２号） 
▼7/12（玄海３，４号） 

指摘された事項等につい
ては、審査対応と並行して
対策を行う必要がある 

説明 指摘 

対応策の検討・反映 

審査対応（専任で総勢約１６０名：東京（約１１０名）を拠点とし、福岡（約５０名）と連携して対応を実施） 検  査  対  応

通
常
運
転
復
帰

〇週１，２回の審査会合や、ほぼ毎日の
ヒアリングを実施 [平成２６年３月２８日現在］ 

 審査会合 ヒアリング

玄海３，４号 ４２回 １９９回 

川内１，２号 ５３回 ２５４回 

３県合同原子力防災訓練
（佐賀県・長崎県・福岡県：玄海）
▼11/30 

発電所総点検 

原子力防災・安全協定関係 
国主催原子力
総合防災訓練（川内）
▼10/11,12 

原子力防災訓練（事業者・自治体・国）への対応／３０ｋｍ圏内の自治体との協定等の締結

起動準備 
定 期 検 査 ・ 総 点 検 

原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 

【鹿児島県】 
▼7/8 適合性審査の申請 
【佐賀県】 
▼7/12 適合性審査の申請 

地元の方々 

安全対策などの取組み状況について自治体へ説明するとともに、発電所見学会、訪問活動などを実施

審査状況の説明（随時） 審査結果の説明（随時）

議会・行政での審議 

◎安全対策の更なる向上 
・ハード面：関連設備の整備（工事の実施） 
・ソフト面：発電所運営の見直し（基準・要領の見直し） 

審査チームの構成 

新規制基準適合性審査チーム［更田委員］ 

チームＡ チームＢ チームＣ チームＤ 

地震･津波 
チーム 

［島﨑委員］

玄海 3,4号 
伊方 3号

川内 1,2号
大飯 3,4 号

泊 1,2 号 

泊 3 号 

高浜 3,4 号 

柏崎刈羽6,7号

島根 2 号 

女川 2 号 

浜岡 4 号 

全プラント共通

－ １ －

平成２６年３月３１日 

資料２ 



 原子力規制委員会（３月１３日）資料「新規制基準適合性審査の状況について（原子炉設置変更許可関係） 別紙」 

青字については当社記載 

－ ２ － 

(19 日説明済) 

(27 日説明済)

(27 日説明済) 

(26 日説明済) 

(19 日説明済)



 

 
 

 

項  目 進捗状況 対 応 状 況 

震源を特定して策定する地震動 〇 

・審査会合で地震調査研究推進本部（文部科学省に設置）の評価を反映した地震動評価を実施し、当社が評価している

基準地震動（５４０ガル）を下回ることを説明。（平成２５年９月１１日） 

・審査会合で甑海峡のＦ－Ａ断層の延長を考慮した場合の地震動評価を実施し、基準地震動を下回ることを説明。（３月５日） 

【留萌の地震】 〇 

・審査会合で２００４年北海道留萌支庁南部地震の地震動について、より安全側に評価した地震動（６２０ガル） 

を説明。（３月５日） 

・震源を特定せず策定する地震動として、６２０ガルが確定。（３月１２日） 

基準地震動
震源を特定せず

策定する地震動 

【岩手・宮城内陸地震】 〇 
・審査会合で２００８年岩手・宮城内陸地震について、川内との地域性（地質構造等）の違いなど評価結果から除外 

できることを説明。（１月２９日） 

基  準  津  波 〇 
・審査会合で津波の波源として南西諸島海溝の連動を南側に延長した場合の評価結果等を説明。（３月１２日） 

  【津波高さ：５ｍ程度（敷地高さ：１３ｍ）】 

プ ラ ン ト 関 係 〇 ・審査項目について説明し、現在、指摘事項へのコメント回答を実施中。 

○：概ね説明を終えたもの（コメント回答実施中）  

川 内 １ ， ２ 号 機  適 合 性 審 査 へ の 対 応 状 況 に つ い て 

川内原子力発電所周辺の活断層分布図 

川内原子力発電所

30ｋｍ

5km

F-
F断
層
（M

6.
9)

F-A
断
層

（M
6.9

)

F-B断
層
（M

6.8)

F-C
断
層
（M

6.8
）

五反田川断層
（M6.9）

F-
D断
層
（M

6.
8）

出
水
断
層
系

（M
7.

1）

笠山周辺断層群－
水俣南断層群
（M7.3)

長島西断層
長島断層群
（M7.0）

M7.5

F-E断層（M
6.8)

辻の堂断層（M6.8)

上
甑
島
北
東
沖

区
間
（M

6.
9）

甑
区
間
（M

7.5）
市来区間（M7.2）

吹
上
浜
西
方
沖

区
間
（M

7以
上
）

甑
海
峡
中
央
区
間
（M

7.5
）

市来市来断層断層帯帯

甑甑断層断層帯帯

出
水
断
層
帯

（M
7.

0）

※後期更新世以降（約12～13万年前以降）の活動がない断層
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耐震設計上考慮する活断層（九州電力）

伏在断層※（九州電力）

活断層（地震調査研究推進本部）
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※後期更新世以降（約12～13万年前以降）の活動がない断層

凡 例

耐震設計上考慮する活断層（九州電力）

伏在断層※（九州電力）

活断層（地震調査研究推進本部）

※後期更新世以降（約12～13万年前以降）の活動がない断層

凡 例

耐震設計上考慮する活断層（九州電力）

伏在断層※（九州電力）

活断層（地震調査研究推進本部）

20km 0 

南海トラフ 

南西諸島海溝（琉球海溝） 

中部 

北部 

①種子島東方沖 

②トカラ列島太平洋沖 

③奄美群島太平洋沖（北部） 

④奄美群島太平洋沖（南部） 

南西諸島海溝における津波の想定 

当 社 の 

想定区間 

長崎海脚断層 

－ ３ －



  

項  目 進捗状況 対 応 状 況 

震源を特定して策定する地震動 〇 

・審査会合で竹木場断層等の断層モデルの検討に用いる敷地での地震観測記録（要素地震）は、発電所への影響が安全

側になる記録（地震）を選定することとのコメントを踏まえて、要素地震の選定の妥当性について再整理した検討結

果を説明。（２月２６日） 

震源を特定せず策定する地震動 

【留萌の地震】 
〇 

・審査会合で２００４年北海道留萌支庁南部地震の地震動について、より安全側に評価した地震動（６２０ガル） 

を説明。（３月５日） 
基準地震 

【鳥取県西部地震】 △ 
・２０００年鳥取県西部地震について、玄海とは地域性（地質構造等）の違いがあるとは言い切れないので慎重な検討

が必要とのコメントを踏まえて、地域性の違いなど評価結果を再説明予定。 

基  準  津  波 〇 
・審査会合で対馬周辺海域の活断層の連動を踏まえ策定した結果を説明。（１月２９日）  

  【津波高さ：４ｍ程度（敷地高さ：１１ｍ）】 

プ ラ ン ト 関 係 〇 ・審査項目について説明し、現在、指摘事項へのコメント回答を実施中。 

○：概ね説明を終えたもの（コメント回答実施中） △：説明段階のもの（審査中） 

震源を特定せず策定する地震動（観測記録の収集対象となる地震の分布図） 

 
No 地 震 名 

① 2008 年岩手・宮城内陸地震 

② 2000 年鳥取県西部地震 

③ 2011 年長野県北部地震 

④ 1997 年 3 月鹿児島県北西部地震

⑤ 2003 年宮城県北部地震 

⑥ 1996 年宮城県北部（鬼首）地震

⑦ 1997 年 5 月鹿児島県北西部地震

⑧ 1998 年岩手県内陸北部地震 

⑨ 2011 年静岡県東部地震 

⑩ 1997 年山口県北部地震 

⑪ 2011 年茨城県北部地震 

⑫ 2013 年栃木県北部地震 

⑬ 2004 年北海道留萌支庁南部地震 

⑭ 2005 年福岡県西方沖地震の最大余震 

⑮ 2012 年茨城県北部地震 

⑯ 2011 年和歌山県北部地震 

玄海

川内
⑦1997年05月13日

Mw6.0

④1997年03月26日
Mw6.1

⑭2005年04月20日
Mw5.4

⑩1997年06月25日
Mw5.8

②2000年10月06日
Mw6.6

⑯2011年07月05日 
Mw5.0

③2011年03月12日
Mw6.2

⑬2004年12月14日
Mw5.7

⑫2013年02月25日
Mw5.8

⑮2012年03月10日
Mw5.2

⑪2011年03月19日
Mw5.8

⑤2003年07月26日
Mw6.1

⑧1998年09月03日
Mw5.9

⑥1996年08月11日
Mw6.0

①2008年06月14日
Mw6.9

⑨2011年03月15日
Mw5.9 

*この背景地図等データは、国土地理院の電子国土 Web システムから配信されたものである。

竹木場断層 城山南断層 

玄海原子力発電所 

今福断層 

30km 

5km 

玄海原子力発電所周辺の活断層分布図

玄 海 ３ ， ４ 号 機  適 合 性 審 査 へ の 対 応 状 況 に つ い て 

－ ４ －



 
 

 
 

 
現在、川内原子力発電所は、更なる安全性・信頼性向上のための対策として、以下の主な安全対策工事を実施しています。 

  
 

 

〇原子炉や使用済燃料プール

の冷却に重要な役割を担っ

ている海水ポンプのエリア

の防水対策工事（海水ポン

プエリア防護壁設置や周囲

の嵩上げ工事）を実施して

います。 

 

◇海水ポンプエリア防護壁設置工事の状況 

２号機

海水ポンプエリア防護壁

 

○竜巻による飛来物の衝突等から安全上重要な屋外設備を守るため防護壁

で取り囲む工事及び竜巻防護ネットを設置する工事を実施しています。 
 

◇１号機復水タンク・燃料取替用水タンク

エリアの防護対策工事の状況 

１号機 

◇工事概要図 

既設コンクリート壁

復水タンク 

燃料取替用水
タンク 

鉄柱、鋼板 
（壁の嵩上げ） 

竜巻防護 
ネット 

防護ネット 

〔飛来物発生防止対策〕 

○竜巻襲来時に資機材等の飛散・衝突により、竜巻防護施設の安全機

能に影響を与えないように、固縛対策及び飛散防止対策を実施して

います。 

マンホールふたの飛散防止対策 コンテナの固縛対策 

金属板で固定重り（ウエイト）

ワイヤー 

◇飛来物発生防止対策の例 

（２号機も同様に工事を実施中） 

〇免震構造で、事故時の指揮所となる「免震重要棟」を高台の 

強固な岩盤上に設置する工事を実施しています。 

現在、発電所構内（正門横）に、代替

緊急時対策所を整備しており、事故時の

指揮所として国の審査を受けています。 

◇代替緊急時対策所での訓練状況 

◇免震重要棟設置工事の状況 

写真は、平成 25年 10月、国の防災訓練での 

首相官邸等とのテレビ会議による連携の様子です。 

免震重要棟（イメージ図）

◇川内原子力発電所の状況 

２号機 

原子炉建屋

１号機 

原子炉建屋 

代替緊急時
対策所 

正門守衛所

タービン建屋 

取水口

川 内 原 子 力 発 電 所 の 追 加 安 全 対 策 工 事 の 実 施 状 況 に つ い て  

海水ポンプエリア防水対策工事の状況（津波対策） 

免震重要棟設置工事の状況 
復水タンク・燃料取替用水タンクエリアの 

防護対策工事の状況(竜巻対策) 

１号機 

コンテナ

－ ５ － 


